
［成果情報名］種子繁殖型イチゴ品種「よつぼし」のセル苗を利用した促成栽培法 

［要約］イチゴ「よつぼし」について、セル苗を活用した２通りの省力的な促成栽培法を開

発した。二次育苗法は７月にセル苗を鉢上げし９月に定植する方法で、11 月末からの早期

収穫が可能な上、育苗の労働時間を約 60％削減できる。本圃直接定植法は７～８月にセル

苗を本圃に定植し、12 月中下旬から収穫を開始する方法で、育苗作業を必要としない。 
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［背景・ねらい］ 

種子繁殖型品種は栄養繁殖型品種と比較して増殖効率が 100 倍以上も高く、種子を経由

して伝染する病害虫やウィルスがほとんどいないため、優良な種苗を効率よく大量に得る

ことができる。イチゴ「よつぼし」は、国内で初めての促成栽培に適した種子繁殖型品種

であり、果色が鮮やかな赤色で濃厚な食味を持つ上、早生性、連続出蕾性が高い等、従来

の栄養繁殖型品種と遜色のない優れた特性を有している。 

2016 年度からイチゴでは初めてとなるセル苗による流通が開始することとなり、セル苗

を活用した「二次育苗法」と「本圃直接定植法」の２通りの促成栽培法を開発した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．二次育苗法は７月上旬にセル苗を購入後、９cm ポット等に鉢上げして育苗し、花芽

分化後の９月中旬に定植する。最適定植日は露地育苗では９月 10 日、雨よけハウス内

の育苗では９月 17 日で、それぞれ 11 月中旬、11 月末から収穫が可能になり、早期出

荷に対応できる栽培法である（図１、表１）。 

２．本圃直接定植法は、406 穴セル苗なら７月下旬まで、200 穴セル苗なら８月上旬まで

に、72 穴セル苗なら８月中旬までに定植して生育させ、９月中旬から約２週間、電照

による長日処理を行い花成誘導を図る。12 月中下旬から揃って収穫を開始でき、年内

収量は二次育苗法より劣るが、総収量は変わらない（図１、表２）  

３．長日処理による花成誘導効果は、平均気温が 25℃以下、クラウン径が８mm 以上の株

に対して有効である。光源には白熱電球を用いて葉面の照度は 50 ルクス以上、日長が

24 時間となるように設置する。これらの条件が揃わない場合は、花芽分化が遅延する

ことがあるので、長日処理を行わず、その場合でも株によるバラツキは生じるが 12 月

中下旬から収穫を開始できる。  

４．光源に蛍光灯を用いた長日処理は、花芽分化を大きく遅延するため使用は避ける。  

５．本圃直接定植法は育苗作業を必要とせず、本圃ハウスの一貫栽培体系が可能になる。

二次育苗法は親株管理やランナー増殖を必要としないことから、育苗の労働時間を約

60％削減できる（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．セル苗は、「よつぼし」の許諾を行けた種苗業者から購入する。 

２．両栽培法とも花房を出させる方向に株を寝かせて定植する。 

３．「よつぼし」は炭疽病に罹病性なため、セル苗購入後は他の栄養繁殖型品種と同様に

薬剤散布を行う。頭上灌水はできるだけ避け、雨よけハウス内での株元灌水を基本と

する。 

４．種子繁殖型品種は、農薬の使用回数が播種から栽培終了までを対象とし、購入した苗

の農薬使用歴も合わせて総使用回数となる。




